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50．人類の未来を変える核融合エネルギー   
感想文：林 久治  記載：2016 年９月 10 日 

 
図１．本書の表紙 
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（１）前書き 

 私（筆者の林）は、かねてから次のような主張を表明してきた。 

①「日本はアジアを侵略し、非道な残虐行為を行った」とか「東京大空襲や広島・

長崎への原爆投下は、日本が侵略戦争を始めたのだから自業自得だ」と言うのは、

戦勝国や中国、朝鮮のプロパガンダである。日本国民はこのような「戦勝国史観」

から脱却し、一万数千年にわたる日本の文化と歴史に誇りを持ち、真の主権を回復

しなければならない。 

②ＴＰＰは対米従属の売国政策であり、「自分だけ良ければいい」という格差社会

をもたらす。日本国民は将来の少子高齢社会を見据え、食糧とエネルギーの自主独

立を図り、「あなたの幸せは、私の幸せ」いう友愛社会を構築すべきである。 

③原発は悪魔の技術である。日本国民は原発を直ちに廃棄し、太陽エネルギーの範

囲で生活するエコ社会を構築すべきである。 

④リニア新幹線は安全ではないばかりではなく、赤字大国・日本には全くの贅沢品

である。将来の少子高齢社会は、このような危険で贅沢な新幹線は不要である。 

⑤「核融合は人類究極のエネルギー源である」という考えは大間違いである。人類

の未来を核融合エネルギーに託してはならない。核融合エネルギーは実現不可能な

ので、化石エネルギーの代替えにはならない。 

48 章では、①の主張に関連する本を紹介した（１）のサイト/f）。②と③の主張

は、多くの方々が展開しているので、私は本欄で改めて解説しない。それに反して、

④と⑤の主張をする人は少ない。そこで、前回（49 章：２）のサイト/f）私は④の

主張を紹介した。今回は、本「人類の未来を変える核融合エネルギー」と題する本

（以後、本書と書く）を批判的に紹介し、⑤に関する私の意見を記載する。 

 

（２）本書の発行と著者 

本書の題名：人類の未来を変える核融合エネルギー 
編者：核融合エネルギーフォーラム、定価：1800 円＋税 

発行所：シーアンドアール研究所、発行日：2016 年７月 22 日 
著者紹介 
松岡 啓介：1947 年高知県生まれ。1974 年東京大学大学院原子力工学専攻修了、工学博士。

名古屋大学プラズマ研究所助教授、核融合科学研究所教授を経て、同名誉教授。現在、核

融合科学研究所特任教授。主に、磁場閉じ込め装置の設計・建設およびプラズマ閉じこめ

実験に従事。 

岡野 邦彦：1953 年東京都生まれ。1984 年東京大学大学院原子力工学専攻修了、工学博士。

（株）東芝 研究開発センター、（一財）電力中央研究所を経て、現在、慶應義塾大学大学

院理工学研究科特任教授。専門は核融合を含めた未来エネルギー技術戦略。天体写真家と

しての著作・解説記事等も多数ある。 

小川 雄一：1953 年埼玉県生まれ。1981 年東京大学大学院工学系研究科修了、工学博士。

名古屋大学プラズマ研究所、核融合科学研究所を経て、現在、東京大学大学院新領域創成

科学研究科教授。元プラズマ・核融合学会会長。核融合炉心プラズマ設計や先進プラズマ

実験研究に従事。 

岸本 泰明：1956 年岡山県生まれ。1984 年大阪大学大学院工学研究科修了、工学博士。日

本原子力研究所室長を経て、現在、京都大学大学院エネルギー科学研究科教授。元京都大
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学エネルギー理工学研究所長。主に、磁場核融合プラズマやレーザー物質相互作用の理

論・シミュレーション研究に従事。 

松田 慎三郎：1945 年福井県生まれ。1969 年京都大学大学院電気工学第 2専攻修了、工学

博士。日本原子力研究所那珂研究所長、同理事、東京工業大学特任教授を経て、現在、同

特別研究員。元プラズマ・核融合学会会長。プラズマ加熱装置の研究開発、ITER 計画の推

進、核融合炉システムの研究に従事。 

秋場 真人：1953 年愛媛県生まれ。1975 年九州大学応用原子核工学科卒業、工学博士。量

子科学技術研究開発機構。専門は核融合炉工学。 

 

（３）本書の紹介（なお、私の調査や意見を青文字で記載する。） 
第１章 核融合は究極の「水素エネルギー」（著者：岡野） 

 本章では、他のエネルギー源と核融合エネルギーとの比較をしている。 

①石油や石炭などの炭化水素（CH）を燃やすと、（１）式のように水（H2O）と二酸

化炭素（CO2）とエネルギー（E）とが一緒に出る。（１）式から出る二酸化炭素は

地球温暖化を進める。なお、「燃やす」とは酸素（O2）と反応させることである。 

  EOHCOOCH 222                     （１） 

②水素（H2）を燃やすと、（２a）式のように水とエネルギー（ aE ）が出る。二酸化

炭素は出ない。しかし、（２b）式のように水素は水から作る必要がある。できた水

素から作れるエネルギーは、水素を作るためのエネルギー（ bE ）より必ず少ない。

（ ab EE ）つまり、②はエネルギーを作り出せない。ただし、太陽エネルギーを用

いて、（２b）式の反応を行うことが出来れば、クリーンなエネルギーが得られる。 

  aEOHOH 222                       （２a） 

  222 OHEOH b                       （２b） 

③核分裂は、ウラン（U）などの重い原子に中性子（n）を当て、軽い元素（A+B）に

分解する時にでるエネルギーを利用する。③では、原子炉の事故が起こる危険性が

あるし、高レベル放射性廃棄物ができるので、長期にわたる安全管理が必要である。 

  EnBAnU                       （３） 

④核融合は、軽い元素が合体する時に放出するエネルギーを利用する。核融合炉で

使うのは重水素（D）と三重水素（トリチウム：T）である。重水素は海水中に 50 兆

トンあり、「無尽蔵」と呼ぶにふさわしい。三重水素は、核融合反応で出てくる中

性子を利用して、リチウム（Li）を原料としてプラント内部で生産する（図２を参

照）。リチウムも海水中に沢山含まれているので、原料が尽きることはない。この

反応でできるのはヘリウム４（4He）だけで、ヘリウムは地球温暖化を進めない。 

  EnHeTD 4                        （４） 

  HeTnLi 4                          （５） 

 ここまで読んで、私（林）は「また、核融合の無尽蔵神話と安全神話が始まったな」と

思った。私がいつも抱く核融合の問題点は次の通りである。❶「核融合の原料となる、重

水素とリチウムは海水から無尽蔵に存在する」とよく言われているが、海水から重水素と

リチウムを取り出す時に必要な総てのエネルギーを考慮する必要がある。❷核融合で使用

する三重水素は放射性同位元素であるので、外部に漏洩しないように細心の注意が必要で
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ある。当然、そのためのエネルギーを考慮する必要がある。❸核融合炉では中性子が発生

するので、炉材が放射化することが避けられない。 

 

図２．核融合炉の構造 上図は３）のサイト/lより借用。本書にも（p.207 と 

p.267）、上図と同様な図が掲載されている。 

 

 第１章で、「海水から重水（D2O）を取り出すことは安価に工業化されている。重

水を電気分解して重水素を作るが、これに必要なエネルギーは核融合で得られるエ

ネルギーの百万分の一以下である」、「海水からリチウムを作るのは、コストの問

題で現在は工業化されていないが、開発が進められている」、「核融合では、中性

子の大部分をリチウムから三重水素を作るために利用する。一部の中性子は炉材に

吸収されて、放射性物質を作る。しかし、炉材を吟味すれば、高レベル廃棄物にな

らないようにはできる」等の説明がある。 

上記の説明は、私の疑問点（❶、❷、❸）にかなり答えてくれている。この点では、他

書より誠意を感じるが、私には未だ納得出来ない所が多く残る。（例えば、福島原発では

三重水素の除去ができずに困っている。このような技術水準で、如何にしてブランケット

から三重水素を抽出するのであろうか？）兎も角、先の章に期待して読み進もう。 

 なお、著者は「太陽光などの自然エネルギーにはよい点がたくさんあるが、天候

などに左右される。将来は、安定してエネルギーが供給でき、資源が枯渇せず、か

つ安全性も高い、核融合のようなエネルギー源と上手に組み合わせるのが理想的」

と書いている。「核融合エネルギーだけで大丈夫」とは言わない点には好感が持てる。 

 

第２章 太陽のエネルギー源は核融合（著者：小川） 

 本章では、太陽のエネルギーを生み出すメカニズムを説明している。先ず。核融

合研究の歴史を紹介し、太陽での核融合反応を解説している。太陽表面の温度は約

http://blogs.yahoo.co.jp/tomoyahirata417/11332640.html
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6000 度で、中心は約 1600 万度と言われている。（表面は観測、中心は計算によ

る）1600 万度の高温になると、電子は原子核の束縛を離れ、電子と原子核が自由に

運動するようになる。これを「プラズマ」と呼ぶ。 

表面の 6000 度では温度が低すぎて核融合反応は起こらないが、中心の 1600 万度

ではゆっくりと核融合反応が起こる。従って、太陽では中心のみで核融合反応が起

こっている。中心部では、次の３段階の反応が起こっている。 

① 水素（プロトン：H）同志が融合して、重水素（D）と陽電子（e+）とニュートリ 

ノ（ν）を生成する。 

  eDHH                        （６） 

②水素と重水素が融合してヘリウム３（3He）が生成する。 

  HeDH 3                           （７） 

③ヘリウム３同志が融合して、ヘリウム４（4He）と二つの水素が生成する。 

  HHeHeHe 2433                        （８） 

 結局、４つの水素（原子量：4.0313ｇ）からヘリウム４（原子量：4.0026ｇ）と

二つの陽電子（原子量：0.0276ｇ）が生成し、この反応で 0.0011ｇだけ軽くなって

いる。これをアインシュタインの有名な公式（ 2mcE ）に代入すると、そのエネ

ルギーは石油に換算すると約 60ｔになる。この核融合反応（これを p-p chain 反応

と呼ぶ）で、太陽は約 100 億年の間、燃え続けることが出来る。 

 

第３章 固体・液体・気体に続く物質の第４の状態「プラズマ」（著者：岸本） 

 本章では、物質の第４の状態「プラズマ」を説明している。私たちが地上で見る

多くの物質は、互いの結合の仕方により、固体・液体・気体の三態の状態をとる。

例えば、水は低温から高温になるに従って、固体→液体→気体と変化する。これら

はどれも電気的に中性である。気体にさらにエネルギーを与えて温度を上げてゆく

と、原子中の電子が原子核からのクーロン力を振り切って自由に運動できるように

なる。この現象を「電離」と呼ぶ。 

 物質をつくる原子がすべて電離したプラズマを「完全電離プラズマ」と呼び、わ

ずかしか電離していないプラズマを「弱電離プラズマ」と呼ぶ。このような物質の

第４の状態がプラズマである。本章では、プラズマを作る手法を紹介している。 

①熱的なエネルギーで作る。例えば、ローソクの炎は約 1400 度で、弱電離プラズマ

の状態である。 

②電気的なエネルギーで作る。例えば、エンジンを点火するスパークプラグや蛍光

灯や雷は放電を伴うプラズマである。 

③電磁波・光のエネルギーで作る。例えば、電子レンジで使うマイクロ波などの高

周波の電磁波や、レーザー光線でプラズマを作ることができる。 

④力学的なエネルギーで作る。例えば、太陽中心では原子同志が大きく接近して、

一様な電子の海を原子核が衝突しながら高速で運動している状態になる。これを

「圧力電離」と呼ぶ。レーザー核融合で生成される高密度プラズマは圧力電離によ

るもので、太陽中心に匹敵するプラズマを地上で実現する方法である。 
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第４章 地上での核融合を実現させるには（著者：小川） 

 細長い炭の一端を加熱して温度が十分高くなると、炭の棒は燃え続ける。これは

炭の燃焼で発生するエネルギーで炭の棒を加熱しているので、炭の棒に沿って燃焼

状態が保持される。核融合炉でも核融合反応を持続させなくてはならない。太陽中

心では、（６）－（８）式で示された p-p chain 反応が起こっている。しかし、こ

の反応は大変起こりにくいので、太陽のような大きな恒星のなかでしか核燃焼が起

こらない。 

 （４）式で示された反応（ＤＴ反応）は最も起こりやすいので、地上ではＤＴ反

応を利用するのがベストである。核融合炉が成立するためには、核融合反応で発生

するエネルギー（発生パワー）が、プラズマから失われるエネルギー（損失パワ

ー）より大きいという条件が必要となる。そのためには、核融合炉では１億度以上

の高温が必要となる。 

 １億度以上のプラズマが容器に触れると、ほぼ瞬時に冷えてしまう。従って、１

億度以上のプラズマを容器に触れないように空中に浮かせて保持する必要がある。

そのために、「磁場閉じ込め方法」が色々と考案された。詳細は本章に説明されて

いるので、ここでは省略する。現在最も有用な方式として「トカマク」と「ヘリカ

ル方式」が主流となっている。 

 本章には「高温プラズマはゆらゆら揺れて不安定である」と書かれている。これ

を「電磁流体不安定性」と呼ぶ。（林の感想：現在でも、実用規模の核融合エネルギー

が生じる条件下でのプラズマの物理は未知の領域のようだ。）また、本章には「核融合

炉に必要な１億度まで加熱するのはそう簡単ではない」と書かれている。しかし、

日本のＪＴ－60Ｕでは、5.2 億度までプラズマを加熱することに成功している。（林

の感想：私のような素人には、本章に記載されている加熱方法の説明が、よく分からない。

兎も角、色々な問題点があるようだ。） 

 プラズマを閉じ込めるためには強力な磁場が必要で、そのためには巨大な超伝導

コイルが必要なようだ。ITER（国際熱核融合実験炉：６章で説明）では、5.3Ｔの強

磁場を使用している。（本章までに、巨大な超伝導コイルの説明はない。） 

 

第５章 核融合研究の歴史（著者：松岡） 

 本章の詳細は省略するので、興味のある方はご自分でお読み下さい。私（林）が

注目した点のみ、簡潔に紹介する。核融合の実験は、1950 年代から、旧ソ連、米国、

英国で始められた。当初、核融合はすぐに実用化されると考えていたため、各国と

も秘密裡に研究を行っていた。しかし、開発が容易でないことが徐々に分かり始め、

国際協力が盛んになった。 

 

第６章 ITER 時代の幕開け（著者：松田） 

 実際の核融合炉では重水素と三重水素の混合燃料を使うが、プラズマの性質を調

べることが目的のこれまでの核融合実験では、主として水素と重水素が使われてき

た。後者では中性子が出ないので、装置が小型化できるからである。このような実

験炉としては米国の TFTR、欧州の JET、日本 JT-60 のなど、1980 年代に大型トカマ

ク装置が次々と完成し、エネルギー増倍率（Ｑ値）が１に近い領域での実験データ

ーが出始めた。 
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 ここで、エネルギー増倍率とは、外部からプラズマを加熱するために注入するエ

ネルギー（ HP ）に対して、核融合反応によって生み出されるエネルギー（ FP ）が

何倍になったかの値（ HF PPQ / ）である。 1Q を「臨界プラズマ条件」と呼ぶ、

しかし、発電炉では FP から電気への変換効率を考えないといけないので、 20Q が

必要と考えられている。 

 発電炉を建設する前に、重水素と三重水素を混合燃料としたプラズマで、その性

質を十分把握し、出力の制御法を研究する必要がある。実際の核融合炉では、膨大

なエネルギーの 80％が中性子によって持ち出され発電の熱源となり、20％がα線

（ヘリウム原子核）によってプラズマの加熱に使われる。このような「核燃焼状態

のプラズマ制御」を実験により研究する目的で構想されたのが、実験炉（ITER: 

International Thermonuclear Experimental Reactor）である。 

 核融合反応で発生する中性子の運動エネルギーを熱エネルギーに変換することや、

（５）式の反応で三重水素を生産する機能が、プラズマを取り囲むトリチウム増殖

ブランケット（単に「ブランケット」とも呼ばれる：図２を参照）という機器に仕

組まれている。このような「ブランケット」を、燃焼プラズマの制御が自明でない

実験炉にいきなり装備するのはリスクが大きい。そこで実験炉には発電用のブラン

ケットを装着せず、ブランケット開発のための試験の場を提供することとなった。 

 ITER の建設は国際協力で行われることになった。その建設は、複雑な国際関係に

翻弄されて大幅に遅れたが、その経緯は本章に詳細に説明されているので、ここで

は省略する。結局、ITER の建設場所は、欧州と日本との競合になり、2005 年のモス

クワでの大臣級の会合で、建設場所はフランスに決まり、日本は準ホスト国として

ＢＡ計画（ITER 以外の幅広い研究開発）の実施場所となった。 

 林の調査：日本が ITER の誘致運動をしていた時期の 2003 年に、ノーベル賞受賞者の小

柴先生は小泉首相に「ITER の誘致を見直して下さい」という嘆願書（４）のサイト/lを参

照）を提出した。反対の理由は、①装置内に大量（２ｋｇ）の三重水素が蓄えられている

ので、周囲に流出すると極めて危険なこと、②発生する中性子は強力なエネルギーを持つ

ので炉壁や建造物を大きく放射化すること、であった。 

 建設場所が決定されると、2006 年に ITER 協定が調印され、活動の中心となる国

際機関（ITER 機構）が発足した。現在の参加国は、日本、欧州、ロシア、アメリカ、

韓国、中国、インドの７ケ国で、ITER 建設に必要な機器の分担は、欧州が 45％で他

の各国が９％である。2015 年現在、ITER 建設がようやく軌道に乗ってきた。ITER

は原型炉への中間ステップであり、ＢＡ計画も原型炉を目指した研究開発である。 

 核融合炉への大きな課題の一つは、「核融合に使われる材料がどのくらいプラズ

マからの中性子の照射に耐えられるか」を研究することである。このような目的で、

国際核融合材料照射施設（IFMIF）の検討が行われた。この施設は六ケ所核融合研究

所に建設中で、シート状に流れる液体リチウムに、加速器で加速された重水素ビー

ムを衝突させ、強力な中性子源を発生させる。（林の感想：「核融合炉材料の研究は

こんなに遅れている」と知って驚いた。これでは、「核融合炉に適当な材料はございませ

んでした」との結論になりかねない。） 

  

第７章 核融合炉を造る（著者：秋場） 

 本章では、ITER を構成する機器の説明をしているが、ここでは省略する。 

http://hibi-zakkan.net/archives/23262979.html
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第８章 核融合のある未来（著者：岡野） 

 本章では「ITER が成功しても、実用化にはまだ多くの開発課題が残る。その中で

一番重要なものは、核融合プラントを安全確実に運用し、核融合で作ったエネルギ

ーを安定して供給できることの確認である」と書いている。実用炉の一歩手前とし

て発電実証をするための「原型炉」を建設して試験することになるそうである。 

 原型炉に向けた開発ロードマップは次のようである。 

2030 年代：原型炉の建設段階に入る。 

2040 年初頭：発電を実証。 

2050 年中頃：経済的な発電への見通を得る。 

 核融合炉が実用化されれば、資源的な制約がない核融合発電は、大きな電力や水

素などが供給可能な基幹エネルギーになっていくと思われる。しかも、核融合は発

電に伴う二酸化炭素が微少な電源なので、その普及は地球温暖化阻止の大きな力と

なる。 

本章では「発電中に二酸化炭素が全く出なくても、建設時や廃棄時に沢山の二酸

化炭素がでるエネルギーもある。（原発のことを指しているのだろう。）従って、建

設から廃止までの全期間（ライフサイクル）の二酸化炭素発生量を比較する必要が

ある。「発電中に二酸化炭素が出ません」などという文言をよく聞くが、これらは

「ライフサイクルアセスメント」の結果ではないことを示唆している。 

核融合炉は核分裂炉と比較すると、次の二つの特徴がある。①核融合の燃料サイク

ルはプラント内に閉じている。②核融合炉の投入する燃料は、重水素とリチウムの

みである。これらは、非放射性である。ただし、運用開始時には、初期装荷する三

重水素を数ｋｇだけ搬入する必要があるかもしれない。しかし、初期装荷の三重水

素なしで、核融合炉を起動する方法も提案されている（林の感想：そんなに都合の良

い方法があるとは考えられない。あるなら、何故この方法を採用しないのか？）。危機管

理が重要になってきた現代社会では、これらの特徴は大事なポイントになり得るは

ずである。 

環境を重視した将来シナリオでは、新エネルギー（風力、太陽光、バイオマスな

ど）が２１世紀後半に大きな役割を果たすと期待されている。水素は移動用や分散

エネルギー源として期待されている。核融合エネルギーが実用化され、電力が供給

できるようになれば、今度はその電気で水を分解して、水素燃料を作ることが出来

る。 

本章は「核融合発電が実現した未来社会では、色々なエネルギー源をうまく混ぜ

て使う必要がある。基幹電力は核融合が提供し、同時に燃料電池車などのための水

素も提供する。水力発電も使われるでしょう。一方、風力や太陽光発電は、自然条

件のよい場所に最大限に設置して、効率よく使う」とバラ色の未来を描いている。 

 

（４）本書に対する私の感想 

私（林）は本書を読んで、「本書は一流の研究者が執筆しているだけあって、他

の低俗な核融合宣伝文と比較すれば、各段に科学的に正直に書いている」との感想

を持った。多くの核融合宣伝文では「核融合発電の資源は無尽蔵である」とか「発

電中に二酸化炭素が出ません」などという文言が踊っている。本書の第８章によれ
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ば、これらの宣伝には「ライフサイクルアセスメント」の結果ではないことを示唆

している。そこで、本書に書かれていることを手掛かりに、核融合発電の問題点を

以下に考えてみよう。 

①第８章には「環境を重視した将来シナリオでは、新エネルギー（風力、太陽光、

バイオマスなど）が２１世紀後半に大きな役割を果たすと期待されている。」と書

かれている。私は本書のこの意見には大賛成である。しかし、私が心配しているの

は、次の点である。核融合研究の先生方が「２１世紀の後半には、核融合発電を実

用化します」と宣伝しているので、日本国民の大多数（首相を含めた政治家、政府

のお役人、及び善良な一般市民）は「核融合研究で地上に太陽が実現すれば、将来

のエネルギー問題は解決する。今は少し辛抱の時期である。」と考えているようで

ある。そのため、新エネルギー（風力、太陽光、バイオマスなど）の開発研究や原

発廃止への熱意が疎かになっているようだ。私は「現在の核融合研究は核融合発電

が実用化できるかどうかを研究しているのであって、実用化を保証しているのでは

ない。数億度以上の超高温プラズマは非常に不安定なので、人類が安全に制御する

ことが出来ないかも知れない」と思っている。 

②第８章には「ライフサイクルアセスメントが必要である」と書かれている。また、

第４章には「核融合炉が成立するためには、核融合反応で発生するエネルギー（発

生パワー）が、プラズマから失われるエネルギー（損失パワー）より大きいという

条件が必要となる。」と書かれている。私は本書のこれらの意見には大賛成である。

しかし、私は後の文章を「核融合発電が成立するためには、核融合炉で発生する電

力エネルギー（発電パワー）が、核融合炉を建設して運転して廃棄するまでの全エ

ネルギー（投入パワー）より大きいという条件が必要となる。」のように修正すべ

きである、と考えている。③と④では、この観点から、核融合発電の効率を考えて

みよう。 

③第６章には「実際の核融合炉では、膨大なエネルギーの 80％が中性子によって持

ち出され発電の熱源となり、」と書かれている。人類はかつて、このような強力な

中性子を経験したことがない。そこで、第６章に書かれているように、日本で中性

子照射施設（IFMIF）を建設するのであろう。私は最初に「核融合炉から出るエネル

ギーの 80％を占める中性子から、どのようにして効率よく発電の熱源に変換できる

のか」との疑問を持っている。本書には、この疑問に対する解答が書かれていない。

もしかすると、現時点では適当な変換方法が見つかっていないのではなかろうか。

この変換が効率よく行かないと、核融合発電は実現できない。 

④小柴先生の「嘆願書」（４）のサイト/l）には、「実験炉（ITER）で発生する中

性子は核融合炉の十倍以上のエネルギーをもち、炉壁や建造物を大きく放射化す

る」と書かれている。私は「核融合発電炉を建設する際には、巨大な資金と、高価

な材料（従って、これらを製造するに要するエネルギーも莫大）が必要である。と

ころが、仮に核融合炉が上手く作動して発電が出来たとしても、核融合炉自体が発

生する中性子で短期間に放射化すれば、それでこの炉はオシャカになる。後は廃棄

のために巨大な資金とエネルギーが必要となる。これでは、実用的な発電は期待で

きない」と大いに危惧している。 

⑤第１章には「核融合炉で使うのは重水素と三重水素である。重水素は海水中に 50

兆トンあり、無尽蔵と呼ぶにふさわしい。三重水素は、核融合反応で出てくる中性

子を利用して、リチウムを原料としてプラント内部で生産する。リチウムも海水中

http://hibi-zakkan.net/archives/23262979.html
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に沢山含まれているので、原料が尽きることはない。この反応でできるのはヘリウ

ム４（4He）だけで、ヘリウムは地球温暖化を進めない。」と核融合発電のメリット

を高々と掲げている。なるほど現在でも、重水素は海水から安価に作れるので、問

題はなさそうだ。しかし、重水素製造に必要な総エネルギーは、ちゃんと損得計算

に入れなければならない。海水からリチウムを生産することは現在では行われてい

ないので、これはかなりの問題になる。一番深刻な問題は、三重水素の生産である。

それを、⑥に書く。 

⑥第１章には「三重水素は、核融合反応で出てくる中性子を利用して、リチウムを

原料としてプラント内部で生産する」と書かれている。私の最大の疑問は「福島原

発では三重水素の除去ができずに困っている。それなのに、如何にしてプラント内

部から効率よく三重水素を抽出するのであろうか？」である。本書には、三重水素

を抽出する方法が書かれていない。次の疑問は「核融合炉を起動する時には、プラ

ント内部には三重水素がないので、起動はどうするのか？」である。この疑問に対

しては答えが第８章に書いてあった。答えは「運用開始時には、初期装荷する三重

水素を数ｋｇだけ搬入する必要がある」であった。矢張り、最初には三重水素が要

るのだ。三重水素は水素爆弾の材料として、米国で生産されているが、価格は１ｇ

が約 300 万円と、極めて高価である。なお、三重水素は放射性同位元素なので、環

境に漏出すれば極めて危険である。小柴先生の「嘆願書」（４）のサイト/l）には、

この危険性も指摘されている。 

⑦核融合発電には、他にも難題が山積している。その一例として、私がかつて研究

で用いていた超伝導磁石を考えてみよう。本書は少ししか触れていないが、ITER で

は超大型の超伝導磁石を沢山使う。磁石建設には膨大な資金とエネルギーを要する。

しかも、冷却には液体ヘリウムを使用する。これでは、前回（49 章：２）のサイト

/f）のリニア新幹線と同様に、「ヘリウム問題」が深刻である。「ヘリウム問題」

とは、要するに、ヘリウムは希少元素で非常に高価であり、資源枯渇が心配されて

いる。液体ヘリウムを使用しない高温超伝導材料の開発は期待できるが、超伝導に

つきものの「クエンチング」は避けられない。「クエンチング」とは何らかの刺激

で超伝導状態が突然壊れることで、超伝導磁石は大爆発を起こす。そうなれば、核

融合炉自体も大爆発を誘発し、三重水素や放射化された炉材が環境に飛散する。こ

のような事故が起これば、福島原発事故を上回る大参事になるであろう。 

 私の核融合発電に対する意見は次の通りである。原爆や水爆は多くの人命を一瞬

にして奪うために開発された。従って、有害な放射性同位元素を大量に振り撒けば

振り撒くほど、性能が評価されている。そのような悪魔の武器を、「人類が制御し

て発電に利用しよう」という発想が、「自然の摂理」に反している。核分裂発電

（原発）は、原爆が作られた６年後の 1951 年に早くも実現した。そして、原発は絶

対に安全という「安全神話」が作られた。このような人類の驕りは、チェルノブイ

リ原発事故や福島原発事故で、手痛いしっぺ返しを受けた。 

 原爆を発電に利用することに、人類は失敗した。原爆の千倍以上の爆発力を持っ

た水爆を、核融合発電に利用しようと考えること自体、自然の摂理に反している。

水爆が作られて半世紀以上が経過した現在においても、核融合発電の実用化には目

途がたっていない。実験炉（ITER）は、巨額の研究費を費やしても、未だ完成して

いない。たとえ、ITER が建設されても、核融合発電の実現を保証するものではない。

巨費を投じて研究を行ったものの、「核融合炉を安全に運転する技術を実現できま

http://hibi-zakkan.net/archives/23262979.html
http://masaniwa.web.fc2.com/D-49.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/D-49.pdf
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せんでした」との結論に達するかもしれない。いやむしろ、「核融合発電の安全神

話」を捏造し、全人類を騙して核融合発電を強行するより、敢えて撤退を選ぶ方が

自然の摂理に叶っている。 

 特に、「少子高齢化社会」を迎えつつある日本においては、「核融合発電」や

「リニア新幹線」などの超危険で超高価な事業に手を出すべきではない。人口が減

少しつつある日本において、日本民族が安全で幸せに生存する手段は他に幾らでも

ある。「核融合発電」や「リニア新幹線」などの危険な贅沢品に惑わされてはなら

ない。 

 

図３．毎日新聞（2013 年 3

月 1 日）の記事 
小柴先生は、岐阜県土岐市

にある核融合研究所が計画

している「重水素実験」に

反対し、隣接する多治見市

の市長に手紙を送った。 
４）のサイト/lによれば、

小柴先生は 2003 年 3 月 10

日に小泉首相に「嘆願書」

を送り、その当時、日本が

ITER を誘致しようとしてい

たことを、見直すように嘆

願した。ここで、小柴先生

は「物理学を学んできた筆

者から見ると、核融合発電

には致命的ともいえる欠陥

がある。この欠陥が国民に

十分に知らされないまま、

（ITER）誘致の方向が決ま

ろうとしていることに強い

憤りを感じる。」と書かれ

ている。 

http://hibi-zakkan.net/archives/23262979.html
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